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爾②季節es諄んじで案しく
真夏のように暑い日があるかと思えば、半袖では少し肌寒<感じる日があつたりと、

体調を崩しやすい日が続きますね。体調管理に十分気を付けて<ださい。

先日の保育参加では、年長さんは保育参加でジャンケンゲームをお家

の人と一緒に遊びました。子どもたちも保護者の力たちも気含いが入つ

ていて盛り上がっていましたね。楽しそうにジャンケンしてあるお母さ

んたちの姿に負けじと頑張る子どもたち。とっても素敵な光景でした。

年少組はサーキット遊びに取り組みました。お家の人も一緒に順番に

並んでジグザク
゛
に走つたり、平均台を渡つたりというので、子どもたち

も嬉しそうでした。入園して 1か月半ですが、集団での生活になじんでき

て、皆と一緒に決まりを守りながら楽しそうに活動する姿に感動された保

護者の方も多かつたようですね。

幼児期は目い切り体を動かしたり、簡単なルールのある遊びを楽しんだりすることが大事だといわれて

います。園では外遊びやリズム遊び、ルールのある遊びを大切にして取り組んでいます。お家でも一緒に

遊ぼ機会を作っていただいて、家族で遊びを楽しんでいただけたらと思います。

6月は、プール遊びが始まりますが、雨で外遊びができない日も多<なります。『雨の日も楽しい』と、

思えるような保育を工夫し、梅雨の時期を楽し<過ごしていきたいと思います。

α 智颯 蝸 襲 遼 b上感 動 蠅 Q智       動 Ю

見えならlrtれこもあるただよ
これは、先日の保育参加のときに、人権・同和教育の取組の資料としてお渡しした冊子のタイトル

です。この冊子の冒頭に金子みす のゞ『ほしとたんぽぽ』という詩が載つています。

星とたんぼぽ
青いお空の底Sヽか<、

夜がくるまで沈んでる、

見えぬけれどもあるんだよ、

海の小石のそのように、

昼のお星は眼にみえぬ。

みえぬものでもあるんだよ。

散つてすがれたたんぼぽの、   瓦のすきに、だァまつて、
春の<るまでか<れてる、    つよいその根は眼にみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、   みえぬものでもあるんだよ。

、                『金子みす 童ゞ謡全集』」∪LA出版局より′
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そして、田子の中であなたにはみえていますか ?と問いかけられています。
いろんな人がいてわたしたちの “まち"はできています。そんな中、わたしたちの周りには、気付
いてないけれども、困り感を持ち「生きに<さ」を感じている人もいます。自分を認め、人を認め、

お互いが違いを認め合うことで、みんなが、ありのままに「自分らしく」生きていくことができる “ま

ち"をつ<つていきましょう。・・と書かれています。私たち大人がどう生きて、どうつながつてい
<か、そのために何をするのか、また何を子どもたちに伝えてい<のか考えてい<ことが大切ですね。
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